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大きさは o<D/J<0.020､0.0012<E/J'0.020 と求まった [4〕.なお､かごめ格子反
強磁性体に特有の零エネルギーのフラットモード[1コは核スピン緩和に寄与せず､観測するこ
とは出来なかった｡
ジヤロサイト化合物でもヒドロニウムイオンH30+を含む H｡OFe｡(OH)6(so一)2は約 15K
でスピングラス的転移をすることが報告されている[1日｡ また､かごめ格子反強敵性体の1
つであるSrCr8_xG4.xOl,においても3K以下でスピングラス的転移が報告されている[12]｡
しかし､これらの物質においては欠陥や不純物置換が起こり易く､完全なかごめ格子反強敵性
体にはなっていない.一方､我々が研究したK､Na､Rb､NH｡等のジヤロサイトは完全なか
ごめ格子に近い｡幾何学的フラストレー ション系におけるスピングラス的振舞いは､完全なフ
ラストレー ション系に固有の性質ではなく､不規則性､乱雑性に起因するものと考えられる.
これらの研究は京大人環の西山昌秀､森本多磨喜､日本原子力研究所関西研究所の稲見俊
哉､京大総合人間学部の故岡与志男との共同研究である｡
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